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Calculated MW: 104 kDa; Observed MW: 130-140kDa
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	背景
	IL6、LIF、OSM、CNTF、IL11、CTF1、BSF3の受容体システムは、シグナル伝達を開始するためにIL6STを利用することができます。IL6がIL6Rに結合すると、IL6STのホモ二量体化と高親和性受容体複合体の形成が誘導され、細胞内JAK-MAPKおよびJAK-STAT3シグナル伝達経路が活性化されます。
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	CD130 抗体を使用した 293T、COLO 溶解物中の CD130 のウエスタン ブロット分析。
	

	CD130 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。右側はブロッキング ペプチドを含むサンプルです。

